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はしがき

現在のJ災染には， 農薬や化学）I巳且などの化学製品や， トラクタ ーやコンバイ

ンなどの農業機械か大墨に使川されている これらの「業製品は，｝農業従市者

の労働を柑直したり， 竹物の牛長を促進させるために使用するものてある ． こ

れら1：業製品のJ．農業への投人は現代農業の経済的な効午I化を飛蹄的に属めた

しかし， — -l業製1i心を製遥・使用するためには莫大な化ィゴ燃料エネルキ ー が消費

されている ． このことが， 特に先進国における殷巣のエコロジカルな効率性を

大きく低下させた．

本聾では，｝器業のエコロジカルな効率性を， 投入化石燃料 エネルギ ーと産出

食料 エネルキ ーとの比率によって示すことにする 化石燃料エネルギ ー の投入

によって， 農業労働の省力化が進み，蔑家が耕作できる面積が拡大した． また，

農作物の収穫時期を人工的にコントロ ールできるようになった ． しかし， 湿室

効果カスとなる＿―酸化炭素か多く排出されるようになったり， また， 化学製品

の使用による人休や自然環境への影響を考慮すると， 化石燃料エネルギ ー の使

I-l]による贋業の環境負荷は増加しているといえる

また， 太陽エネルギ ー から食料エネルギ ーを生産できることは， 他の産業で

は見られない農業の特色である． 日本においては， 1960年代から農産物流通

のグロー バル化が進行し， 高い食料エネルギ ーを産出する穀煩やいも煩の生産

量は減少した． 一方， 野菜や果樹などの食料•エネルギ ーをあまり産出しない園

芸作物の面積は増加した ． 経済の高度成長期以降の日本においては， 農業に投

入される化石燃料エネルキ ーか増加したばかりでなく， 農業から産出する食料

エネルギ ーが減少したことによって， 農業の効率性が大幅に低下したと推測さ

れる．

以上のように， エネルキ ー効率という視点は， 現代農業がどの程度エコロジ

カルなのかを示す優れた指標になると考えられる ． 環境問題や食料自給率の低
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トが1甘l}仰こなっている況仕， 此業のエネルギ ー タ）J半の実店を捉ふし， 将来に向

けた捉，．；をしてしヽくことは[I公I,Iりにも1f1役な叫岨てある ． しかし， 箪者が専門

とする 牒業」也JJ|!；了とそのI見1吐する分野ては， その't]＇崖）j.｛ムか似雑なこともあり，

エネルギ ー 効字としヽう礼馴、［からJ農業の地域的な年か徴を促えた研究はほとんとな

かった．

本曹では—・・〉つの諜粕をこのような背訊を跨まえて，

本農業のエネルキ ー 効ネか低1
ー
、 した度介いを， 只1本的な数伯で示すことてある

る． 一つめは， II 

牒文のエネルキ

ずる ための節使仏を

ることにより，

を扱ったh)［究は虞境負荷の低絨， 心油資源の化効活）11 >

人11玲‘i)JlIと食4]|｝I,-り出をテ ー マにしてきたか，

とし ヽ う地且11予1'1りな恨点に欠けて
ー
しヴこ·

し，

IIli|}｝jげ］ • 生1廿jI,1(-」な足異に‘L］ー―「|する

本札｝では， 農業のエネルギ ー 効率を鈴定

複数の竹物のエネルキ ー 効牽を担数;,I次で算定す

この課題に対応する·

7つめの課芯は， 農業地域の閤徴を小す総介的な指椋として， 農業のエネル

エネルギ ー 効ギは，

物の閥徴を不すものである 例えば， 化石似料エネルギ ー が多投人される［羞［芸

隈菓か盛んな地域てはエネルギ ー 効睾が低くなり， 穀知やいも類などの栽屈が

キ ー 効半を使）甘する こ とである． ある則域て生［光される作

盛んな地域ではエネルギ ー効半か高くなると される． それを区分するため

の店準を設定することにより，

とができる．

農業池域の闘間的 ・ 空間的な特徴を説明するこ

三つめの課題は， エネルギ ー 効率の変化に伴って作物産則かいかに糾持され

てきたか， その要因を産地の実態から解明することである． 農業池且II学では，

産地の）l多成や維持という課題に対して， 農家への間き敗り調査や」ー1也和」用調舎

など， 現地間杏から得たテータ を重視しなから研究が進められてきた． エネル

キ ー 効率と作物生産のI見1連を］「確に把握するためには， 統計分析だけでは小十

分てあり，

投である

農業地連学的なアプロー チにより， 音地の実態に見ついた塙論か必

以Iのような課四を踏まえて， 本翡は2部構成により9の培を設ける． 第1

郊は， 什物バ性のエネルギ ー 効平の箇定と， エネルギ ー 効半による農業地域区

こ
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をあてる まず， 第1章では， 従来の研究成果をレヒュ ーする こ とか

竹物外罪のエネルギ ー を算足するための枠組みを検討する． 第2掌て

設定す

ー効率
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は， J-危業連IY-；1分析と積み上げ仏を籾）廿した簡使法によって， 作物生洸のエネル

ギ ー 効率を複数イ
ー

ドで笥定する さらに， ）農業地域の区分を設定する駈準を示し

たうえで，日木の都追府県レベル（第3章）， および 1関東J也方の市町村レベル（第

4亭）において， 作物生洸のエ ネルギ ー 効率がll�Tl1\j 1'.1り・ 空間的にいかに変化し

た())かを考察する ，

筍2郊では， エネルギ ー 効率から見て特徴的な作物の産地を対象として， ）農

業の変化と産地の糾持メカニズムを考察する， ）lもも エネルギ ー 効字が低い作物

()）忙地として， 千菓県）し十）いTI-平野における ）i位設園芸地域を取り上げる（第5

箪）， ｝血設園芸に次いでエネルキ ー 効率が低い什物の咤地として， 長野県1-11:1

巾情 ‘ Vにおける紐拷地野菜杖培地域（第6岨）， および山梨児笛吹市における果

樹園芸地域（第7学） に1-:tl已Iする さらに， 最もエネルギ ー 効字が晶い作物1犯

地として，茨城県ひたちなか由における水稲・麦・かんしょ())牧ば地域（第8

および北洵逍帯）よ市における麦・豆 ・ ばれし ヽしょ ・ てんさしヽの栽焙地域 （第9 1麻）

を取りl：げる そして最後に全体の結論と今後の展望を述へる

現在の）農業を取り巻く社会・ 経済的な環境， および自然環境もまた変化を続

けている 日本の）農業地理学においては， 農業従事者の高齢化と担い手の確保，

食料白給率の低下， 多面l約機能の評価などのキ ー ワ ー ドが汀日されてし ‘ る グ

ロ ー バルスケ ールでは， 新興囚0)経済発展， 農性物のバイオ燃料への利）l]， 地

球温賑化による作物i培地の変動などのテ ー マがある． 農業のエネルギ ー効率と

し ヽう祝点は， こずしらの諸間｝国を評{IIliずるための総合的な指標として使用するこ

とが可能である� 本得は， L1本における）農業の地域差を エネルキ ー 効率という

視点から捉え， その要因を痒地の実態から解明しようとするものである その

内容は， 農業地即学とその関連分野に祈しいテ ー マと基礎的なデー タを提供す

るという点においても意義があると考えられる

浄．） ．


